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第 4 成分としての有機硫黄化合物はエチレンの高重合生成物の副生を抑制するとともに、生成 α ーオ
レフィンの平均分子量を調節する作用を示すことが明らかにきれている。さらに、本法は穏和な反応
条件下で操作できるため、現在直鎖高級 α ーオレフィンの合成法として国際的に評価きれている AL
FENE法や GULF法よりも、経済的に優れたプロセスであることが示されている。
第 4 章では第 3 章の研究成果を応用して、ニッケル無機塩錯体ーエチルアリミニウムジクロリド系
触媒によるプロピレンの二量化反応ならびに生成二量体の異性化反応について検討きれ、イソプレン










直鎖 α ーオレフィン、 2 ーメチル-2 ーペンテンなどの効率の高い選択的合成法を確立した。
その成果は高分子合成化学および、化学工業に貢献するところ極めて大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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